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※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　給水人口の減少、高齢化及び節水機器の向上により水
需要が減少する厳しい社会情勢において、将来にわたり
健全な経営を維持するために、人口減少及び節水型社会
に適合した新たな料金制度を構築し、収益の確保を図っ
ていく。
　施設利用率においても、水需要の減少に伴い低下して
いくことが予測され、適切な施設規模のあり方につい
て、スペックダウン、ダウンサイジング及び広域化を含
めた検討を行っていく。
　また、法定耐用年数を超える管路が今後も急増し、更
新に要する設備投資が増加することが予測される。従っ
て、経営戦略を早期に策定し、アセットマネジメントと
共に活用し、安定給水に支障を来たさない固定資産の実
使用年数を考慮した適切な設備投資を行うとともに補助
金等も活用しながら健全な経営の確保に繋げる取組みを
行っていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却比率について、平成27年度は、
1年間の減価償却分が増加したことにより、前年度より
1.61ポイント上昇しているが、依然として類似団体平均
値より低い値となっている。
　また、管路経年化率において、拡張期の管路が経年化
したことにより、平成27年度は前年度より7%上昇し、類
似団体よりも高い値となった。
　一方、管路更新率は、平成27年度も類似団体より低い
水準で推移しており、改善できていない状況となってい
る。
　今後も有形固定資産減価償却比率及び管路経年化は右
肩上がりの傾向にあり、安定給水に資するためには管路
の更新延長を伸ばす必要があるが、更新費用が大きくな
り経営を圧迫することから、管径の見直しも検討しなが
ら計画的な更新事業を行い、補助金等の活用及び費用の
抑制を図りながら管路更新比率を上昇させることが重要
となる。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

1,422.31 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 83.30 99.98 1,995 18,490 13.00

　平成27年度において、経常収支比率が類似団体平均値
より低いものの100%を上回り、給水原価が類似団体平均
値より約40円も低く、料金回収率が3年ぶりに100%を上
回り、流動比率についても約950%となっていることか
ら、収益性や支払能力に関する健全性については、昨年
度に引き続き堅調に推移している。
　料金回収率については、100％を上回ったものの、給
水収益の増収よりも費用の減少に伴い給水原価が下がっ
たことに大きく起因するものであり、今後、人口減少等
により給水収益が減収していく社会情勢において、料金
回収率は悪化していくことが予測される。
　流動比率については、100%を大きく上回っているもの
の、現金残高と企業債残高がほぼ同額となっていること
から、収益の減少及び資産の老朽化による設備投資の増
加等に伴い増大する現金の流出を抑制することが課題と
なる。
　企業債残高対給水収益比率については、平成27年度よ
り企業債約12億円の償還が開始したことにより企業債残
高が減少し、前年度より23.38ポイントの低下となった
が、今後、企業債を活用するときは、人口減少社会にお
ける将来世代への負担を十分に考慮する必要がある。
　一方、有収率は、直近5ヵ年において、平成25年度に
類似団体平均値を下回ったものの、その他の年度におい
ては、漏水調査に伴う適切な修繕業務等により上回って
おり、平成27年度は、前年度より0.11ポイント改善し、
効率性の向上に努めている。
　施設利用率においては、認可変更に伴い平成27年度
は、前年度より22.34ポイント増加しているが、水需要
の減少に伴い今後減少していくことが予測され、既存施
設の規模についての検討が必要である。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

487.53 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) －

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 18,575 38.10

経営比較分析表
奈良県　大淀町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【113.56】 【0.87】 【262.74】 【276.38】

【89.95】【59.76】【163.72】【104.99】

【47.18】 【13.18】 【0.85】


